
特集

CCOP一国際化を考える

本特集は来る9月27日からつくぼ市内で開催さ

れる第32回CCOP年次総会を前にして,多くの読

者にとって日頃知る機会の少ない国際機関である
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SoutheastAsia,東･東南アジア沿岸･沿海地球科
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い)に様々な角度からスポットライトをあてて紹介

するとともに,地質調査所の国際化を考えるよすが

としようと意図したものです.

1966年にCCOPが創立された時の多国間協力の

高蓬な思想には私達も学ぶべきものカミ多くあり,そ

れに直接関与された元所員の嶋崎吉彦氏(現CCOP

名誉顧問)によるレビュｰではその歴史的な経緯が

詳しく語られています.現在のCCOPネットワｰ

クの様々な活動については最初に富樫国際協力室長

によって組織構成や公的役割についての総論がのべ

られています.次に1994年秋にマレｰシアで開催

されたCCOP年次総会の模様を長谷紘和次長らに

述べていただきました.最後に現在進行中のプログ

ラムの1つである｢東アジア広域地質図のディジ

タル編集｣のジエネラル･コンパイラｰである国際

協力室の脇田浩二氏の目からみたユニｰクたプロジ

ェクト紹介がなされています.地質関連分野のr政

府問地域組織｣という世界的にもユニｰクな存在で

あるCCOPの立体像がこの特集によっていくらか

でも明らかになり,皆様の関心が高められれば幸い

です.(国際窃力室松林修)
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